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withdomestic（domesticated）animals and the crops；（2）the competitionwith or exclusion of  
harmfu1animalsandplants；（3）coexistencewithotheranimalsandplantsbacedonhabitatseg－  










1）狩猟・採集・漁労段階   
人間は生き物で、物を食べる存在である。人間は何らかの食物を得るために、当初狩  
猟（動物食）、採集（植物食）または漁労に依存した。農業が成立する以前のいわゆる  
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生物資源経済研究   
ま危機に直面する脆弱な社会であったろうことも、容易に想像できる。  
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2）専獣と雑草一読争的排除関係   
農業生産にとって有益な動植物がある代わりに、有害な動植物もある。田畑、温室内  
など農業生産の場に侵入 







る。（14）   
また農作物と競合し、土壌中の養分を吸収し、収穫量や作業能率に影響をあたえる植  
物がある。水田のヒエなど田畑の作物の間に芽を吹く革は、ほとんど雑草として認識さ  
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農業就業人口比率は3－5％程度となった。農業は羊毛、綿花などの工芸作物も含むの  
で、一人の農業者で少なくとも30人程度の食物を生産できるよう、生産性が飛躍的に高  
















れた。   
こうした農業のあり方は、産業革命以後徐々に、やがて飛躍的に拡大した。人口は幾  
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このいわゆるニュートン的デカルト的パラダイムこそ近代科学の原点となった。   
この科学の視点は、農学のばあいテーアによって 『合理的農業原理』Grundzatzen  



















種などが開発されるものの、病害虫防除のために各種農薬を多用することとなった。   
市場経済の中で、しだいに加速してきたこのような経済効率優先の生産システムの下  
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でほ、家畜と人間、作物と人間、したがって自然と人間の関係は、不可避的に分断され  
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2）動物の愛護と動物福祉の思想   
こうした中で、共存の模索、動物福祉の思想や、ビオトープの思想（“生命の場所”  
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1）相互的依存関係一農業生産に有益な家畜・作物一共生原理   
2）競争的排除関係一農業生産に有害な害獣・雑草一競争原理   
3）棲み分け的共存関係一農業生産に有益でも有害でもか－一般動植物一共存原理   
人間と家畜、作物とは相互的依存関係にあり、共生原理の上に立つ。農業生産空間を  
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